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 MonoMAC 症候群は転写因子 GATA2 のヘテロ異常により発症する疾患であり，単球の減少，
Mycobacterium avium complex (MAC)菌をはじめとする細胞内寄生菌に対する易感染性，
myelodysplastic syndrome (MDS)/acute myeloid leukemia (AML)の発症を特徴とする．
MonoMAC 症候群では，単球の減少のみならず，B 細胞や NK 細胞，そして DC も減少する．一
方で，マクロファージや顆粒球，T 細胞等は比較的保たれており，選択的な血球の減少が認めら
れる．これらの臨床像を鑑みると，GATA2 は DC の分化や機能に関与している可能性が示唆さ




ェン投与によりGata2 がノックアウトされるGata2 条件付きノックアウトマウスを作製し，in 
vivoにおけるGata2 ノックアウトの影響を解析した．その結果，骨髄前駆細胞はほぼ消失し，脾












さらに成熟 DC の機能発現における GATA2 の役割を明らかにするために CD11c 発現細胞にて
（書式１２） 
Gata2 がノックアウトされる条件付きノックアウトマウス を作製し，成熟 DC の形質を解析し




 以上の結果より，GATA2 が DC の分化と機能発現において重要な役割を果たしている可能性
が示唆された．これらの知見は，GATA2 の血球分化や成熟血球における役割に関して新たな洞
察を与えるものであると考えられる． 
 

